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論文概要

近年，表面プラズモン (SP)を利用した様々な光学素子が提案されている．その一例として，誘電
体グレーティングに挟まれた金属薄膜構造から成る偏光子が検討されている [1]．この構造では，グ
レーティングによって生じる回折波が SPを励起することで，光波が金属薄膜を透過しつつ，金属膜
の存在により内部を電気的にシールドできる特徴がある．我々は，FDTD法を用いて解析を行い，透
過特性を明らかにしてきた [2]-[4]．
本研究の目的は，グレーティングの充填率 fH(周期長に対する高屈折率層の占める割合)を変化さ

せた際の，透過率の波長特性について議論することである．結果として，fHを適切に選択すること
で，任意の偏波が透過する様子を明らかにする．
解析する構造を図 1に示す．基本的な各構造値は文献 [1]と同一とする．図 2に fHと波長に対す

る透過率の等高線を示す．fHを 1.0(または 0)に選んだ場合，グレーティング部は一様な誘電体層と
なる．従って，入射する偏波に依らず透過特性は同一となる．このとき，ファブリ・ペロー型の共振
が生じる波長帯において高い透過率が得られる．特に fH = 1.0の場合，入射波は波長 λ = 1.2 µm

付近でのみ透過する．つまり，バンドパスフィルタとして動作する．一方，fH が 1.0または 0でな
い場合，グレーティング部の複屈折性により，透過特性は入射する偏波によって異なる．ここで，グ
レーティングによって生じる回折波が x軸方向の共振条件を満足する場合，高い透過率が得られる．
例えば，TM偏波では fHを 0.1から 0.9の間に選んだ場合，λ = 1.6 µm付近において SP共振が生
じ入射波は金属膜を透過する．また，TE偏波において fH を 0.0517に選んだ場合，λ = 1.0 µm付
近で共振が生じ高い透過率が得られる．
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図 1 構造
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図 2 透過率の等高線
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